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〈巻頭言〉新生博物館3年目を迎えて
博物館副館長　渡　浩一
　刑事・考古・商品の3博物館が統合されて明治大学博物館となって早くも2年半が過ぎようとしていま
す。この間、学内外を問わず多くの方々の熱意やご助力に支えられて、博物館は社会に開かれた明治大学
の顔の象徴として、順調に確実に発展の歩みを重ねることができました。私自身も初代の副館長に就任し
て3年目（2期目）になりますが、そのことを実感しております。
　まず特筆すべきは、新生博物館になってはじめて設けられた特別展示室の利用率が高まり、特別展示室
が有効活用されるようになり、それに伴って入館者も順調に増えていることです。ちなみに今年に入って
からの現時点までの利用状況は、次の通りです。
・明治大学短期大学主催「道を拓いた女性たち一明治大学専門部女子部・短期大学の歩み」（2．月1日
～3月27日）、明治大学図書館主催「明治大学図書館蔵エジプト学関係貴重書展」（同前）
・明治大学博物館主催「日本の伝統的工芸品　さまざまな意匠表現」（3月30日～4月19日）
・明治大学東アジア石刻文物研究所・明治大学古代学研究所主催「明治大学新収中国石刻貴重拓本展」
　（4．月22日～5．月10日）
・明治大学リバティアカデミー・国際熊野学会・絵解き研究会主催「熊野信仰～その教化と参詣」（5
∫ヨ13日～5J弓21日）
・明治大学博物館主催「2005年度新収蔵資料展j（5．月27日～6A26日）
・明治大学史資料センター主催「明大生と学徒兵」（7月1日～8月21日）
・明治大学商学部・同博物館・同図書館・同リバティアカデミー主催：イタリア大使館・千代田区他後
援「「レオナルドのもう一つの遺産」展」（8．月23日～9月24日）
　展示替えの時期を除き、ほとんど空いている時期はない状況です。有料だった「「レオナルドのもう一つ
の遺産」展」も含め、それぞれ1日平均60名～80名程度の入館者を記録し、お蔭様で常設展も含めた博物
館全体の入館者も毎fi　4000名～6000名程度を記録するようになっています。入館者数の増加傾向は博物館
にとって最も喜ばしいことであり、特別展の開催に尽力された学内外の主催者・関係各位および来館され
た方々に対し心から感謝申し上げる次第です。今後も、可能な限り、学内外のさまざまな機関・組織に特
別展示室を有効活用していただきたいと考えております。
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　次に特筆すべきは、懸案だった「明治大学黒耀石研究センター」の博物館分館化が今年度より実現し、
昨年長門町と和田村との町村合併により発足した同センターの所在する長野県の長和町と明治大学との問
で、6月に学術交流・社会連携事業等を推進するための協定が締結されたことです。9，月には分館化に伴
う「明治大学博物館規程」の一部改正および「明治大学黒耀石研究センター設置要綱」も博物館協議会に
おいて承認され、ここに分館として同センターが本格的に始動するための条件が整いました。今後は、長
和町（とりわけセンターに隣接する長和町の黒耀石体験ミュージアム）と協力しながら、大学の支援のも
と、同センターが研究・教育機関として発展していくよう努めていきたいと考えております。
　もう一つの懸案事項である、文学部の「明治大学文化財研究施設」の博物館への移管は、残念ながらま
だ実現していませんが、文学部との間で移管を実現する方向で協議を重ねており、研究機関としての博物
館の充実のためにも、近い将来に実現したいものと考えております。
　博物館にはまだまだいろいろな潜在能力が眠っていると考えています。全学の研究機関として、全学の
教育機関として、社会に開かれた生涯教育機関として、充分に有効活用され尽くしているとはいえません。
2008年度に開設が予定されている新学部「国際日本学部（仮称）」の教育・研究にも博物館として積極的に
いろいろな形で協力していく用意がありますが、それだけでは潜在能力を引き出し切るにはまだ不十分で
しょう。今後とも、博物館のさらなる発展のために、幅広い暖かいご支援をお願い申し上げます。
〈2006年9月　記〉
（政治経済学部教授／わたり　こういち／日本文化史）
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